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(57)【要約】
【課題】過酷な適用場面でも使用できるバックル結合構 
造を提供し、適用範囲を拡大する。
【解決手段】結合構造は、バックル２１とバックル２２ 
と結合手段４０とから構成される。バックル２１，２２ 
はベルト端部１１，１２に設けられる。結合手段４０は 
バックル２１とバックル２２とを結合する。結合手段４ 
０は、板バネ４１，４２と、バー部材４５，４６とを有 
する。上下の板バネ４１，４２は、バックル２１，２２ 
に半分ずつ挿入される。バー部材４５，４６は、バック 
ル２１，２２のバー部材挿入孔２５，２６より挿入され 
、上下の板バネ４１，４２の間に介挿される。
【選択図】  図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ベ ル ト の 一 端 部 に 設 け ら れ る 前 記 第 １ バ ッ ク ル と 、
前 記 ベ ル ト の 他 端 部 に 設 け ら れ る 第 ２ バ ッ ク ル と 、
前 記 第 １ バ ッ ク ル と 第 ２ バ ッ ク ル を 結 合 す る 結 合 手 段 と
を 備 え 、
前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル は 、 そ れ ぞ れ 、
略 箱 形 形 状 を し て お り 、
結 合 端 面 側 開 口 部 と 、
側 面 に 設 け ら れ る バ ー 部 材 挿 入 孔 と 、
を 有 し 、
前 記 結 合 手 段 は 、
前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 、 前 記 第 １ バ ッ ク  
ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 上 側 内 壁 面 に 当 接 さ れ る 上 側 板 バ ネ と 、
前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 、 前 記 第 １ バ ッ ク  
ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 下 側 内 壁 面 に 当 接 さ れ る 下 側 板 バ ネ と 、
前 記 第 １ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 さ れ 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下 側 板 バ ネ の 間 に 介  
挿 さ れ る 第 １ バ ー 部 材 と 、
前 記 第 ２ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 さ れ 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下 側 板 バ ネ の 間 に 介  
挿 さ れ る 第 ２ バ ー 部 材 と 、
を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 結 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル は 、
上 側 お よ び 下 側 内 壁 面 に 設 け ら れ る バ ッ ク ル 側 係 合 部
を 有 し 、
前 記 上 側 板 バ ネ お よ び 下 側 板 バ ネ は 、
バ ッ ク ル 内 壁 面 当 接 面 側 に 設 け ら れ 、 バ ッ ク ル 側 係 合 部 と 係 合 す る 前 記 板 バ ネ 側 係 合 部
を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 結 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル は 、
結 合 端 面 か ら 遠 位 に 、 遠 位 に 行 く に 従 っ て 断 面 が 小 さ く な る 尻 部 と 、
前 記 尻 部 側 端 面 に 設 け ら れ る 尻 部 側 端 面 開 口 部 と 、
を 有 し 、
前 記 ベ ル ト の 端 部 は 折 り 返 さ れ 、 折 り 返 し 箇 所 内 側 に 係 止 バ ー 部 材 が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、  
前 記 尻 部 側 端 面 開 口 部 に 係 止 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 結 合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 結 合 構 造 に よ る ベ ル ト 結 束 方 法 で あ っ て 、
前 記 ベ ル ト の 端 部 を 尻 部 側 端 面 開 口 部 か ら 結 合 端 面 側 開 口 部 に 挿 通 し 、
前 記 ベ ル ト の 端 部 を 折 り 返 し 、 前 記 係 止 バ ー 部 材 を 折 り 返 し 箇 所 内 側 に 挿 入 し 、 前 記 ベ ル  
ト の 端 部 を 結 合 端 面 側 開 口 部 に 挿 入 し 、
前 記 ベ ル ト の 端 部 を 尻 部 側 端 面 開 口 部 か ら 引 き 出 し 、
前 記 ベ ル ト の 折 り 返 し 箇 所 お よ び 前 記 係 止 バ ー 部 材 を 前 記 尻 部 側 端 面 開 口 部 に 係 止 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る ベ ル ト 結 束 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 上 側 板 バ ネ お よ び 下 側 板 バ ネ の 半 分 を 第 １ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開 口 部 に 挿 入 し 、
前 記 第 １ バ ー 部 材 を 前 記 第 １ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 し 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下  
側 板 バ ネ の 間 に 介 挿 し 、
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前 記 上 側 板 バ ネ お よ び 下 側 板 バ ネ の 残 り 半 分 を 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開 口 部 に 挿 入 し  
、
前 記 第 １ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 と 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 と を 当 接 さ せ 、
前 記 第 ２ バ ー 部 材 を 前 記 第 ２ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 し 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下  
側 板 バ ネ の 間 に 介 挿 し 、
前 記 第 １ バ ッ ク ル と 第 ２ バ ッ ク ル を 結 合 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ベ ル ト 結 束 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 新 し い バ ッ ク ル 結 合 構 造 を 用 い た に ベ ル ト 結 束 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ベ ル ト の バ ッ ク ル 結 合 構 造 と し て 、 従 来 か ら 複 数 の 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 一 般 に は 、 ラ  
ダ ー 型 と ２ ピ ー ス 型 の バ ッ ク ル 結 合 構 造 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ラ ダ ー 型 バ ッ ク ル は 、 左 右 の 壁 に 対 し 、 複 数 の バ ー 部 材 を 連 続 さ せ 、 梯 子 状 を 形 成 す る 。  
ベ ル ト の 一 端 を 一 の バ ー 部 材 を 巻 き 付 け る よ う に 折 返 し 、 ベ ル ト の 他 端 を 他 の バ ー 部 材 を  
巻 き 付 け る よ う に 折 返 す 。 バ ッ ク ル 単 体 で 結 合 構 造 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
２ ピ ー ス 型 の バ ッ ク ル は 雄 バ ッ ク ル と 雌 バ ッ ク ル と か ら 構 成 さ れ る 。 雄 バ ッ ク ル お よ び 雌  
バ ッ ク ル は 端 部 に は 梯 子 状 部 材 を 有 し 、 ベ ル ト の 一 端 を 雄 バ ッ ク ル の バ ー 部 材 を 巻 き 付 け  
る よ う に 折 返 す 。 雄 バ ッ ク ル に は 弾 性 部 材 が 設 け ら れ 、 弾 性 部 材 が 雌 バ ッ ク ル 内 壁 に 係 合  
す る こ と で 、 結 合 構 造 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の バ ッ ク ル 結 合 構 造 は 、 リ ュ ッ ク サ ッ ク 等 の バ ッ ク 類 や 救 命 胴 衣 等 に 転 用 さ れ て い  
る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 1 9 9 0 - 2 2 4 6 0 9 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 1 9 9 4 - 2 0 9 8 0 8 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
昨 今 、 ベ ル ト の バ ッ ク ル 結 合 構 造 の 適 用 範 囲 の 拡 大 が 検 討 さ れ て い る 。 一 方 で 、 バ ッ ク ル  
結 合 構 造 の 基 本 構 造 は 数 十 年 間 変 化 が な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 従 来 に な か っ た 新 し い バ ッ ク ル 結 合 構 造 を 提 供  
し 、 適 用 範 囲 を 拡 大 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の ベ ル ト の バ ッ ク ル 結 合 構 造 は 、 ベ ル ト の 一 端 部 に 設 け ら れ る  
前 記 第 １ バ ッ ク ル と 、 前 記 ベ ル ト の 他 端 部 に 設 け ら れ る 第 ２ バ ッ ク ル と 、 前 記 第 １ バ ッ ク  
ル と 第 ２ バ ッ ク ル を 結 合 す る 結 合 手 段 と を 備 え る 。 前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル  
は 、 そ れ ぞ れ 、 略 箱 形 形 状 を し て お り 、 結 合 端 面 側 開 口 部 と 、 側 面 に 設 け ら れ る バ ー 部 材  
挿 入 孔 と 、 を 有 す る 。 前 記 結 合 手 段 は 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面  
側 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 上 側 内 壁 面 に 当 接 さ れ る  
上 側 板 バ ネ と 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ 、  
前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル の 下 側 内 壁 面 に 当 接 さ れ る 下 側 板 バ ネ と 、 前 記 第 １  
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バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 さ れ 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下 側 板 バ ネ の 間 に 介 挿 さ れ る  
第 １ バ ー 部 材 と 、 前 記 第 ２ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 さ れ 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下  
側 板 バ ネ の 間 に 介 挿 さ れ る 第 ２ バ ー 部 材 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
結 合 手 段 は 、 上 下 の 板 バ ネ と 、 第 １ お よ び 第 ２ バ ー 部 材 と の 集 合 体 で あ る 。 部 材 同 士 が 剛  
結 す る こ と な く 、 遊 び を 介 し て 一 体 化 し て い る 。 こ れ に よ り 、 外 力 が 集 中 す る こ と な く 、  
破 損 の お そ れ が 少 な い 。 過 酷 な 使 用 環 境 に も 適 用 拡 大 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 発 明 に お い て 好 ま し く は 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル は 、 上 側 お よ び 下 側  
内 壁 面 に 設 け ら れ る バ ッ ク ル 側 係 合 部 を 有 し 、 前 記 上 側 板 バ ネ お よ び 下 側 板 バ ネ は 、 バ ッ  
ク ル 内 壁 面 当 接 面 側 に 設 け ら れ 、 バ ッ ク ル 側 係 合 部 と 係 合 す る 前 記 板 バ ネ 側 係 合 部 を 有 す  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ れ に よ り 、 板 バ ネ と バ ッ ク ル と は 係 合 さ れ 、 結 合 が 確 実 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 発 明 に お い て 好 ま し く は 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル お よ び 第 ２ バ ッ ク ル は 、 結 合 端 面 か ら 遠  
位 に 、 遠 位 に 行 く に 従 っ て 断 面 が 小 さ く な る 尻 部 と 、 前 記 尻 部 側 端 面 に 設 け ら れ る 尻 部 側  
端 面 開 口 部 と 、 を 有 す る 。 前 記 ベ ル ト の 端 部 は 折 り 返 さ れ 、 折 り 返 し 箇 所 内 側 に 係 止 バ ー  
部 材 が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 前 記 尻 部 側 端 面 開 口 部 に 係 止 さ れ る
こ れ に よ り 、 ベ ル ト を バ ッ ク ル に 装 着 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の ベ ル ト 結 束 方 法 は 、 上 記 バ ッ ク ル 結 合 構 造 を 用 い 、 前 記 ベ ル  
ト の 端 部 を 尻 部 側 端 面 開 口 部 か ら 結 合 端 面 側 開 口 部 に 挿 通 し 、 前 記 ベ ル ト の 端 部 を 折 り 返  
し 、 前 記 係 止 バ ー 部 材 を 折 り 返 し 箇 所 内 側 に 挿 入 し 、 前 記 ベ ル ト の 端 部 を 結 合 端 面 側 開 口  
部 に 挿 入 し 、 前 記 ベ ル ト の 端 部 を 尻 部 側 端 面 開 口 部 か ら 引 き 出 し 、 前 記 ベ ル ト の 折 り 返 し  
箇 所 お よ び 前 記 係 止 バ ー 部 材 を 前 記 尻 部 側 端 面 開 口 部 に 係 止 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に よ り 、 ベ ル ト を バ ッ ク ル に 装 着 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の ベ ル ト 結 束 方 法 は 、 上 記 バ ッ ク ル 結 合 構 造 を 用 い 、 前 記 上 側  
板 バ ネ お よ び 下 側 板 バ ネ の 半 分 を 第 １ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開 口 部 に 挿 入 し 、 前 記 第 １ バ  
ー 部 材 を 前 記 第 １ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 し 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下 側 板 バ ネ の  
間 に 介 挿 し 、 前 記 上 側 板 バ ネ お よ び 下 側 板 バ ネ の 残 り 半 分 を 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 側 開  
口 部 に 挿 入 し 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 と 第 ２ バ ッ ク ル の 結 合 端 面 と を 当 接 さ せ 、 前  
記 第 ２ バ ー 部 材 を 前 記 第 ２ バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 よ り 挿 入 し 、 前 記 上 側 板 バ ネ と 下 側  
板 バ ネ の 間 に 介 挿 し 、 前 記 第 １ バ ッ ク ル と 第 ２ バ ッ ク ル を 結 合 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ に よ り 、 結 合 手 段 が 形 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 は 、 従 来 に な か っ た 新 し い バ ッ ク ル 結 合 構 造 を 提 供 で き 、 適 用 範 囲 を 拡 大 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 概 略 構 成 図
【 図 ２ 】 工 程 説 明 図 （ ベ ル ト 装 着 ）
【 図 ３ 】 工 程 説 明 図 （ バ ッ ク ル 形 成 ）
【 図 ４ 】 工 程 説 明 図 （ バ ッ ク ル 結 合 ）
【 図 ５ 】 効 果 （ 折 り 返 し 係 止 ） 説 明 図
【 図 ６ 】 効 果 （ 部 品 分 割 ） 説 明 図
【 図 ７ 】 効 果 （ 板 バ ネ 微 動 と バ ー 部 材 ） 説 明 図
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【 図 ８ 】 効 果 （ バ ー 部 材 に よ る ベ ル ト 抜 防 止 ） 説 明 図
【 図 ９ 】 効 果 （ 背 面 バ ネ ） 説 明 図
【 図 １ ０ 】 効 果 （ バ ー 部 材 に よ る 板 バ ネ 変 形 抑 制 ） 説 明 図
【 図 １ １ 】 効 果 （ 部 品 分 割 ） 説 明 図
【 図 １ ２ 】 効 果 （ バ ー 部 材 引 抜 抑 制 ） 説 明 図
【 図 １ ３ 】 効 果 （ バ ー 部 材 引 抜 容 易 ） 説 明 図
【 図 １ ４ 】 効 果 （ ベ ル ト 長 さ 調 整 容 易 ） 説 明 図
【 図 １ ５ 】 本 願 適 用 例 イ メ ー ジ 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
～ 概 略 構 成 ～
図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 結 合 構 造 の 概 略 構 成 図 で あ る 。 結 合 構 造 は 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ  
ッ ク ル ２ ２ と 結 合 手 段 ４ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 樹 脂 系 材 質 を 想 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず 、 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ に つ い て 説 明 す る 。 バ ッ ク ル ２ １ は ベ ル ト １ ０ の 一 端 部 １ １ に  
設 け ら れ る 。 バ ッ ク ル ２ ２ は ベ ル ト １ ０ の 他 端 部 １ ２ に 設 け ら れ る 。 結 合 手 段 ４ ０ は バ ッ  
ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と を 結 合 す る 。 結 合 状 態 に お い て 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２  
と は 端 面 同 士 に て 当 接 し て い る 。 ベ ル ト １ ０ は ベ ル ト 結 束 対 象 を 巻 き 回 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と は 同 じ 形 状 で あ る 。 す な わ ち 、 雌 雄 の 区 別 は な い 。 な お 、  
一 方 を 図 示 し て い る 場 合 は 、 適 宜 他 方 の 図 示 を 省 略 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ は 、 略 中 空 箱 形 形 状 を し て い る 。 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ と は 、 結 合 端 面  
側 に て 開 口 部 ２ ３ ， ２ ４ と を 有 す る 。 結 合 端 面 と 反 対 側 （ す な わ ち 遠 位 ） の 尻 部 ３ １ ， ３  
２ は 遠 位 に 行 く に 従 っ て 断 面 が 小 さ く な る 。 尻 部 側 に て 開 口 部 ３ ３ ， ３ ４ と を 有 す る 。 す  
な わ ち 、 開 口 部 ２ ３ と 開 口 部 ３ ３ 、 開 口 部 ２ ４ と 開 口 部 ３ ４ は 連 通 し て い る （ 図 ２ に て 詳  
細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ベ ル ト １ ０ の 一 端 部 １ １ は 折 り 返 さ れ 、 折 り 返 し 箇 所 １ ３ 内 側 に 係 止 バ ー 部 材 ５ １ が 挿 入  
さ れ た 状 態 で 、 尻 部 側 端 面 開 口 部 ３ ３ に 係 止 さ れ る 。 ベ ル ト １ ０ の 他 端 部 １ ２ は 折 り 返 さ  
れ 、 折 り 返 し 箇 所 １ ４ 内 側 に 係 止 バ ー 部 材 ５ ２ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 尻 部 側 端 面 開 口 部 ３  
４ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ は 、 箱 形 側 面 か つ 結 合 端 面 側 に バ ー 部 材 挿 入 孔 ２ ５ ， ２ ６ を 有 す る （  
図 ３ に て 詳 細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ の 箱 形 上 面 か つ 尻 部 側 に は ベ ル ト 係 止 バ ネ ５ ３ ， ５ ４ が 設 け ら れ て い  
る 。 例 え ば 箱 形 上 面 の 一 部 が C 字 状 に 縁 切 り さ れ 、 当 該 部 分 が 板 バ ネ と し て 機 能 す る （ 図  
９ に て 詳 細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 結 合 手 段 ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。 結 合 手 段 ４ ０ は 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と 、 バ ー 部 材 ４  
５ ， ４ ６ と を 有 す る （ 図 ３ ま た は 図 １ ０ に て 詳 細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
板 バ ネ ４ １ は 、 半 分 が バ ッ ク ル ２ １ の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ か ら 挿 入 さ れ 、 残 り 半 分 が バ  
ッ ク ル ２ ２ の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ４ か ら 挿 入 さ れ て い る 。 そ し て 、 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ の  
箱 形 上 側 内 壁 面 に 略 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
板 バ ネ ４ ２ は 、 半 分 が バ ッ ク ル ２ １ の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ か ら 挿 入 さ れ 、 残 り 半 分 が バ  
ッ ク ル ２ ２ の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ４ か ら 挿 入 さ れ て い る 。 そ し て 、 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ の  
箱 形 下 側 内 壁 面 に 略 当 接 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
バ ー 部 材 ４ ５ は 、 バ ッ ク ル ２ １ の バ ー 部 材 挿 入 孔 ２ ５ よ り 挿 入 さ れ 、 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ，  
４ ２ の 間 に 介 挿 さ れ 、 板 バ ネ の 略 当 接 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
バ ー 部 材 ４ ６ は 、 バ ッ ク ル ２ ２ の バ ー 部 材 挿 入 孔 ２ ６ よ り 挿 入 さ れ 、 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ，  
４ ２ の 間 に 介 挿 さ れ 、 板 バ ネ の 略 当 接 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 対 向 す る 面 側 に は ガ イ ド が 設 け ら れ 、 ガ イ ド に 沿 っ て バ ー 部 材 ４ ５ ，  
４ ６ は 配 置 さ れ る （ 図 １ １ に て 詳 細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 略 当 接 と は 、 若 干 の 遊 び を 許 容 す る 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と バ ー 部 材 ４ ５ と か ら 構 成 さ れ る C 字 状 構 造 は 、 バ ッ ク ル ２ １ に 拘 束 さ  
れ る こ と に よ り 片 持 ち 梁 と な り 、 弾 性 機 能 を 発 揮 す る 。 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と バ ー 部 材 ４ ６  
と か ら 構 成 さ れ る C 字 状 構 造 は 、 バ ッ ク ル ２ ２ に 拘 束 さ れ る こ と に よ り 片 持 ち 梁 と な り 、  
弾 性 機 能 を 発 揮 す る （ 図 １ ０ に て 詳 細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ の 上 側 内 壁 面 お よ び 下 側 内 壁 面 に は バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ７ ，  
２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 当 接 面 側 か つ 左 右 に 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ７ ， ４  
８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ７ ， ２ ７ と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ７ ， ４ ７ が 係 合 す る 。 上 下  
の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ８ ， ２ ８ と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ８ ， ４ ８ が 係 合 す る （ 図 １ ０ に  
て 詳 細 説 明 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
～ 工 程 ～
図 ２ ～ ４ を 用 い て 、 ベ ル ト 装 着 → バ ッ ク ル 形 成 → バ ッ ク ル 結 合 に 至 る 工 程 に つ い て 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ２ は 、 バ ッ ク ル ２ １ に ベ ル ト １ ０ を 装 着 す る 工 程 を 説 明 す る 図 で あ る 。 バ ッ ク ル ２ １ の  
尻 部 側 端 面 開 口 部 ３ ３ か ら 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ に ベ ル ト １ ０ の 端 部 １ １ を 挿 通 す る 。 ベ  
ル ト 端 部 １ １ を 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ か ら 引 き 出 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ベ ル ト 端 部 １ １ を 折 り 返 し 、 折 り 返 し 箇 所 １ ３ を 形 成 す る 。 折 り 返 し 箇 所 １ ３ 内 側 に 係 止  
バ ー 部 材 ５ １ を 挿 入 す る 。 さ ら に 、 ベ ル ト 端 部 １ １ を 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ か ら 尻 部 側 端  
面 開 口 部 ３ ３ に 挿 通 し 、 尻 部 側 端 面 開 口 部 ３ ３ か ら 引 き 戻 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ベ ル ト 端 部 １ １ を 強 く 引 っ 張 る と 、 折 り 返 し 箇 所 １ ３ お よ び 係 止 バ ー 部 材 ５ １ は 、 楔 形 状  
の 尻 部 ３ １ に 係 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト １ ０ が バ ッ ク ル ２ １ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
同 様 に 、 ベ ル ト １ ０ を バ ッ ク ル ２ ２ に も 装 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ３ は 、 バ ッ ク ル ２ １ に 結 合 手 段 ４ ０ を 装 着 す る 工 程 を 説 明 す る 図 で あ る 。 上 下 の 板 バ ネ  
４ １ ， ４ ２ を 、 係 合 部 ４ ７ ， ４ ８ が 設 け ら れ て な い 側 に て 対 向 さ せ な が ら 、 バ ッ ク ル ２ １  
の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ に 半 分 挿 入 す る 。 こ の と き 、 上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ７ ， ２ ７  
と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ７ ， ４ ７ が 仮 に 係 合 す る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 状 態 に て 、 バ ー 部 材 ４ ５ を バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 ２ ５ よ り 挿 入 す る 。 こ れ に よ り  
、 バ ー 部 材 ４ ５ は 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 間 に 介 挿 さ れ 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と バ ー 部 材  
４ ５ と か ら 構 成 さ れ る C 字 状 構 造 の う ち 片 持 ち 梁 部 分 は 、 弾 性 機 能 を 発 揮 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ は 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と を 結 合 す る 工 程 を 説 明 す る 図 で あ る 。 バ ッ ク ル ２  
１ か ら 片 持 ち 梁 状 に 突 出 し て い る 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ を バ ッ ク ル ２ ２ の 結 合 端 面 側 開  
口 部 ２ ４ に 挿 入 し 、 バ ッ ク ル ２ １ の 結 合 端 面 と バ ッ ク ル ２ ２ の 結 合 端 面 と を 当 接 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の と き 、 上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ８ ， ２ ８ が 挿 入 の 障 害 と な る が 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２  
が 内 側 に 弾 性 変 形 し た の ち 、 上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ８ ， ２ ８ と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部  
４ ８ ， ４ ８ が 係 合 す る （ 図 １ ０ に て 詳 細 説 明 ） 。 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 変 形 は 元 に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 示 裏 面 側 か ら 、 バ ー 部 材 ４ ６ を バ ッ ク ル の バ ー 部 材 挿 入 孔 ２ ６ よ り 挿 入 す る 。 こ れ に よ  
り 、 バ ー 部 材 ４ ６ は 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 間 に 介 挿 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ れ に よ り 、 結 合 手 段 ４ ０ が 形 成 さ れ 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と が 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
～ 効 果 ～
図 ５ ～ ６ を 用 い て 、 ベ ル ト 装 着 時 に お け る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ５ は 、 従 来 ラ ダ ー 型 バ ッ ク ル と の 比 較 に よ り 、 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。  
従 来 ラ ダ ー 型 で は 、 少 な く と も ３ 回 、 ベ ル ト を 梯 子 バ ー に 対 し 上 下 さ せ る 必 要 が あ る 。 バ  
ッ ク 類 等 の 一 般 日 用 品 を 対 象 に す れ ば 、 特 に 問 題 と な る よ う な 動 作 で は な い が 、 過 酷 な 作  
業 現 場 （ 図 １ ５ に て 詳 細 説 明 ） で は 、 少 し で も 作 業 手 間 を 容 易 に し た い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ れ に 対 し 本 実 施 形 態 で は 、 １ 回 折 り 返 し て 引 っ 張 る だ け で あ り 、 ベ ル ト を 上 下 さ せ る よ  
う な 複 雑 な 動 作 が な く 、 作 業 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 従 来 ラ ダ ー 型 と の ベ ル ト 装 着 に 比 べ て 、 本 実 施 形 態 の ベ ル ト 装 着 の 方 が 、 ベ ル ト の  
強 度 （ 引 っ 張 り 強 さ ） を 充 分 発 揮 で き る こ と を 実 験 に よ り 確 か め て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ６ は 、 一 体 成 形 型 と の 比 較 に よ り 、 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。 バ ッ ク ル ２  
１ と 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と を 一 体 成 形 す る こ と も 容 易 で あ る 。 し か し な が ら 、 一 体 成  
形 型 比 較 例 で は 開 口 部 が 狭 く な り 、 係 止 バ ー 部 材 ５ １ の 折 り 返 し 箇 所 １ ３ へ の 挿 入 や ベ ル  
ト の 挿 通 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ れ に 対 し 本 実 施 形 態 で は 、 バ ッ ク ル ２ １ 、 上 側 板 バ ネ ４ １ 、 下 側 板 バ ネ ４ ２ 、 バ ー 部 材  
４ ５ は 、 そ れ ぞ れ 別 部 品 で あ る 。 そ の 結 果 、 バ ッ ク ル ２ １ の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ を 比 較  
的 広 く 確 保 で き 、 係 止 バ ー 部 材 ５ １ の 折 り 返 し 箇 所 １ ３ へ の 挿 入 や ベ ル ト １ ０ の 挿 通 が 容  
易 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 ベ ル ト 装 着 作 業 が 容 易 で あ り 、 過 酷 な 作 業 現 場 に も 適 用  
で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ７ ～ ９ を 用 い て 、 バ ッ ク ル ２ １ に 結 合 手 段 ４ ０ を 装 着 す る 時 に お け る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ７ は 、 バ ッ ク ル 形 成 時 の 作 業 安 定 効 果 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 実 施 形 態 で は 、 バ ッ ク ル ２ １ 、 上 側 板 バ ネ ４ １ 、 下 側 板 バ ネ ４ ２ 、 バ ー 部 材 ４ ５ は 、 そ  
れ ぞ れ 別 部 品 で あ り 、 こ れ ら を 組 み 立 て る 作 業 は 一 見 不 安 定 （ 例 え ば 、 組 み 立 て た 部 品 が  
取 れ る ） に も 思 え る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
し か し な が ら 、 実 際 に 試 作 モ デ ル に て 作 業 を し て み る と 、 バ ッ ク ル ２ １ 、 上 側 板 バ ネ ４ １  
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、 下 側 板 バ ネ ４ ２ 、 バ ー 部 材 ４ ５ を 一 度 組 み 立 て れ ば 、 上 下 の 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ が 微 動 す  
る こ と に よ り 、 バ ー 部 材 ４ ５ と 相 互 に 干 渉 し あ っ て 拘 束 さ れ 、 集 合 体 が 分 解 す る こ と は な  
か っ た 。 す な わ ち 、 一 度 、 集 合 体 を 組 み 立 て れ ば 、 安 定 的 な 作 業 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ８ は 、 バ ッ ク ル 形 成 時 の ベ ル ト 抜 け 防 止 効 果 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 ベ ル ト １ ０ が  
弛 み 、 ベ ル ト 折 り 返 し 箇 所 １ ３ お よ び 係 止 バ ー 部 材 ５ １ が 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ 側 に 移 動  
す る と 、 ベ ル ト 抜 け の お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ れ に 対 し 本 実 施 形 態 で は 、 バ ー 部 材 ４ ５ が 抜 け に く く （ 図 ７ 参 照 ） 、 バ ー 部 材 ４ ５ が 、  
ベ ル ト 折 り 返 し 箇 所 １ ３ お よ び 係 止 バ ー 部 材 ５ １ の 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ 側 へ の 移 動 を 防  
止 す る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト 抜 け を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
図 ９ は 、 バ ッ ク ル 形 成 時 の ベ ル ト 抜 け 防 止 効 果 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 バ ッ ク ル ２ １  
の 箱 形 上 面 か つ 尻 部 側 に は ベ ル ト 係 止 バ ネ ５ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ベ ル ト 端 部 １ １ を 強 く  
引 っ 張 る と 、 こ れ に 対 抗 す る よ う に 、 ベ ル ト 係 止 バ ネ ５ ３ の 弾 性 力 が 作 用 し 、 ベ ル ト １ ０  
を 押 さ え つ け る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト 抜 け を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ッ ク ル 形 成 時 作 業 が 安 定 的 に で き 、 過 酷 な 作 業 現 場 に  
も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
図 １ ０ ～ １ ２ を 用 い て 、 バ ッ ク ル 結 合 後 に お け る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 １ ０ は 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ に よ る 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ 変 形 抑 制 効 果 に つ い て 説 明 す る 図  
で あ る 。 結 合 手 段 ４ ０ で は 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と バ ー 部 材 ４ ５ と か ら 構 成 さ れ る C 字 状 構  
造 の う ち 片 持 ち 梁 部 分 は 弾 性 機 能 を 有 し 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ が 内 側 に 弾 性 変 形 す る こ と で  
、 上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ８ ， ２ ８ と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ８ ， ４ ８ が 係 合 し て い る  
。 し た が っ て 、 仮 に 不 測 の 不 具 合 が 発 生 し 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ が 内 側 に 弾 性 変 形 す る と 、  
上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ８ ， ２ ８ と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ８ ， ４ ８ と の 係 合 が 解 除 さ  
れ 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と の 結 合 が 解 除 さ れ る お そ れ も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
こ れ に 対 し 本 実 施 形 態 で は 、 バ ー 部 材 ４ ６ が 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 変 形 を 抑 制 す る た め 、 上  
下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ８ ， ２ ８ と 上 下 の 板 バ ネ 側 係 合 部 ４ ８ ， ４ ８ と の 係 合 が 解 除 さ れ  
る お そ れ も な く 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と の 結 合 が 解 除 さ れ る お そ れ も な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
一 方 で 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ と バ ー 部 材 ４ ６ と か ら 構 成 さ れ る C 字 状 構 造 に 対 し 、 バ ー 部 材  
４ ５ が 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 変 形 を 抑 制 し 、 上 下 の バ ッ ク ル 側 係 合 部 ２ ７ ， ２ ７ と 上 下 の 板  
バ ネ 側 係 合 部 ４ ７ ， ４ ７ と の 係 合 が 解 除 さ れ る こ と を 抑 制 し 、 結 合 解 除 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
以 上 の よ う に 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ は 相 互 に 結 合 解 除 を 抑 制 し て お り 、 結 合 状 態 は 安 定 的  
に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
図 １ １ は 、 従 来 ツ ー ピ ー ス 型 バ ッ ク ル と の 比 較 に よ り 、 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で  
あ る 。 従 来 ツ ー ピ ー ス 型 バ ッ ク ル の う ち 特 に 雄 バ ッ ク ル は 複 雑 な 形 状 を し て い る 。 具 体 的  
に は 、 弾 性 変 形 す る 突 起 部 が 本 体 に 連 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
バ ッ ク 類 等 の 一 般 日 用 品 を 対 象 に す れ ば 、 特 に 問 題 と な る よ う な 形 状 で は な い が 、 繰 り 返  
し の 風 雨 や 波 浪 に よ る 振 動 な ど 、 自 然 環 境 等 の 過 酷 な 適 用 場 面 （ 図 １ ５ に て 詳 細 説 明 ） で  
は 、 想 定 外 の 劣 化 の お そ れ が あ り 、 例 え ば 、 振 動 等 に よ る 外 力 の 影 響 が 、 剛 性 の 低 い 突 起  
部 の 根 元 に 集 中 し 、 当 該 箇 所 が 破 損 す る 。 バ ッ ク 類 等 の 一 般 日 用 品 を 対 象 に す れ ば 、 バ ッ  
ク ル が 破 損 し て も 交 換 す れ ば よ い が 、 自 然 環 境 等 の 過 酷 な 適 用 場 面 で は 、 交 換 も 容 易 で な  



10

20

30

40

50

JP 2022-13218 A 2022.1.18(9)

い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
こ れ に 対 し 本 実 施 形 態 に お い て 、 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ は 箱 型 形 状 で あ り 、 板 バ ネ ４ １ ， ４  
２ は 板 形 状 で あ り 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ は 棒 形 状 で あ り 、 各 部 材 は 比 較 的 単 純 な 形 状 で あ  
り 、 剛 性 が 高 く 、 破 損 す る お そ れ が 少 な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 は 、 バ ッ ク ル ２ １ ， ２ ２ 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ の 複  
数 部 材 の 集 合 体 で あ る が 、 剛 結 し て い る わ け で な く 、 遊 び を 介 し て 集 合 し て い る 。 こ れ に  
よ り 、 繰 り 返 し 振 動 等 が 作 用 し て も 、 特 定 の 部 品 に 外 力 が 集 中 す る こ と も な く 、 適 宜 外 力  
を 逃 が し 、 破 損 す る お そ れ が 少 な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
図 １ ２ は 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ の 引 抜 抑 制 効 果 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 ベ ル ト １ ０ が ベ ル ト 結 束 対 象 を 巻 き 回 す よ う に 使 用 さ れ る こ と を 想 定 し て い る 。 し た  
が っ て 、 ベ ル ト 端 部 １ １ ， １ ２ に は 図 示 水 平 よ り 図 示 や や 斜 め 下 方 向 の 張 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
そ の 結 果 、 板 バ ネ ４ １ に は モ ー メ ン ト が 発 生 し 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ を 図 示 下 方 向 に 押 し  
付 け る 。 ま た 、 板 バ ネ ４ ２ に は モ ー メ ン ト が 発 生 し 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ を 図 示 上 方 向 に  
押 し 上 げ る 。 こ れ に よ り 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ は 安 定 し て 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 間 に 介 挿 さ  
れ る 。 意 図 せ ず 引 き 抜 か れ る こ と は ほ ぼ な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
以 上 の よ う に 、 過 酷 な 適 用 場 面 に お い て も 、 結 合 状 態 は 安 定 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
図 １ ３ ～ １ ４ を 用 い て 、 ベ ル ト 長 さ 調 整 時 に お け る 効 果 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 は 、 過 酷  
な 適 用 場 面 で の 長 期 （ た と え ば １ 年 間 ） 使 用 さ れ る こ と を 想 定 し て い る 。 長 時 間 の 使 用 に  
よ り ベ ル ト 長 が １ ０ ％ 伸 び た と す る と 結 束 が 弛 む た め 、 再 び 長 さ を 調 整 し 、 確 実 に 結 束 対  
象 を 結 束 す る す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
図 １ ３ は 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ の 引 抜 容 易 効 果 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ２ に お け  
る バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ の 引 抜 抑 制 効 果 で 説 明 し た よ う に 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ に は モ ー メ ン  
ト が 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
こ れ に 対 し 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ の 結 束 部 を 図 示 上 側 か ら 押 圧 す る と 、 板 バ ネ ４ １ ， ４ ２ に  
発 生 す る モ ー メ ン ト を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ に 作 用 す る 力 も 減 少  
し 、 バ ー 部 材 ４ ５ ， ４ ６ を 容 易 に 引 き 抜 く こ と が で き 、 バ ッ ク ル ２ １ と バ ッ ク ル ２ ２ と の  
結 合 を 解 除 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
図 １ ４ は 、 ベ ル ト 長 さ 調 整 容 易 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 ベ ル ト 折 り 返 し 箇 所 １ ３ お よ  
び 係 止 バ ー 部 材 ５ １ を 結 合 端 面 側 開 口 部 ２ ３ か ら 引 出 し （ 図 示 で は 強 調 し て い る が 少 し 移  
動 す る の み で よ い ） 、 ベ ル ト 端 部 １ １ を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 容 易 に ベ ル ト 長 さ を 調 整 で  
き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 は 、 過 酷 な 適 用 場 面 に お い て 長 期 使 用 が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
～ 適 用 場 面 例 ～
本 実 施 形 態 は 特 定 の 使 用 用 途 に 限 定 さ れ る わ け で は な い が 、 繰 り 返 し の 風 雨 や 波 浪 に よ る  
振 動 な ど 、 自 然 環 境 等 の 過 酷 な 適 用 場 面 に お け る 長 期 使 用 を 想 定 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
図 １ ５ は 、 本 実 施 形 態 の 適 用 場 面 の 一 例 で あ る 。 牡 蠣 筏 は 、 竹 製 ま た は 木 製 棒 状 部 材 を 組  
み 合 わ せ 、 ベ ル ト 結 束 し て 形 成 さ れ る 。 な お 、 従 来 は 針 金 等 に 結 束 し て い た が 、 錆 び に よ  
る 劣 化 の 問 題 が あ っ た た め 、 ベ ル ト 結 束 を 検 討 し た 。 な お 、 牡 蠣 筏 の 下 に 牡 蠣 が 養 殖 さ れ  
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る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
牡 蠣 筏 は 海 上 に 長 期 間 放 置 さ れ る 。 な る べ く 穏 や か な 海 面 が 選 ば れ る が 、 天 候 の 変 化 に よ  
り 、 風 雨 や 波 浪 が 繰 り 返 し 作 用 す る こ と も あ る 。 海 上 に あ る た め 頻 繁 な 管 理 が 困 難 で あ る  
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
１ ０     ベ ル ト
１ １ ， １ ２     ベ ル ト 端 部
２ １ ， ２ ２     バ ッ ク ル
２ ３ ， ２ ４     結 合 端 面 側 開 口 部
２ ５ ， ２ ６     バ ー 部 材 挿 入 孔
２ ７ ， ２ ８     バ ッ ク ル 側 係 合 部
３ １ ， ３ ２     尻 部
３ ３ ， ３ ４     尻 部 側 端 面 開 口 部
４ ０           結 合 手 段
４ １ ， ４ ２     板 バ ネ
４ ５ ， ４ ６     バ ー 部 材
４ ７ ， ４ ８     板 バ ネ 側 係 合 部
５ １ ， ５ ２     係 止 バ ー 部 材
５ ３ ， ５ ４     ベ ル ト 係 止 バ ネ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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